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う撤去するというのありきで話をしておるんですが、やはり設立の目的また、ある一定の基準でつ

くられておるこの施設でございますので、使われなくなったからではなくて、撤去しなくちゃいけ

ないぐらい老朽化してきたらどうするのか。今は撤去する数も入れておるんですが、まだまだそう

いうところには行っておりません。そういう中で、我々は全体的な中で捉えていくべきであろうと

思っておりますし、当然、危険なものになったらもうそれはやらなくちゃいけないんですが、逆に

撤去するよりも、やはり多少の維持管理、メンテナンスの中でこの延命ができるとしたら、またさ

らに続けていくものもあろうかと思うわけであります。最終的なやはりそのところは、撤去という

ことになるんだろうと思います。それを見ながら、どれを優先的にしていくかというのはまだ、数

多い橋があるわけでございますので、そういう中で捉えていきたいと思いますし、これは全ての施

設もそうでございますが、この老朽化の中で撤去するのか存続するのか、メンテナンスの中で対応

していくのか、非常に大変な数あるわけでございますので、その辺をしっかり見据えながら進めて

いきたいと思っております。あくまでも、何年たったから壊すんだ、撤去するんだというところは

考えてございません。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

笠原議員。 

○２番（笠原幸江君） 

ありがとうございました。これで私の一般質問を終わります。 

○議長（倉又 稔君） 

以上で、笠原議員の質問が終わりました。 

関連質問はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

関連質問なしと認めます。 

次に、吉川慶一議員。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

吉川議員。 〔１番 吉川慶一君登壇〕 

○１番（吉川慶一君） 

おはようございます。 

創生クラブの吉川慶一です。よろしくお願いいたします。 

１、糸魚川市の農業の持続と農地の維持について。 

当市は、耕作条件が厳しい中山間地域を多く抱えており、担い手も６５歳以上の割合が８０％を

超えております。農家の高齢化、米価の下落で農業を引き継ぐ人が減少しております。また、農業

資材の高騰で経営に一層厳しさを増しています。集落営農でコスト低減を狙って作業手数料などを

下げなければやっていけない状況となっています。山間地域の集落がこれからも存続するためにも、

農業の持続が不可欠であります。 

また、農業を取り巻く環境は、不安定な需給による米価の下落、平成３０年から国による米の生
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産目標数量配分と米の直接支払交付金の廃止、ＴＰＰによる将来的不安など、特に稲作を中心とす

る当市の農業に大きな影響を及ぼす懸念があります。以下のことについてお伺いします。 

(1) 中山間地域の農業の持続について。 

① 中山間地域の農業を持続させるための課題は何か。 

② どのような施策を行い、今後どのような展開を図るか。 

(2) 平成３０年度から米政策が大きく転換されることについて。 

① 国による米の生産調整が廃止されるが、農家にとってどのような影響があるか。 

② 当市としての対応と対策はどのように行うのか。 

③ 糸魚川産米の販売と消費拡大の取り組みはどのように行うのか。 

(3) 農地の維持・保全について。 

① 耕作放棄が進む現状をどう捉えているか。 

② 営農を持続するための基盤整備についてどうか。 

③ 基盤整備における地元負担、完了までの長い事業期間についてどうか。 

④ 耕作放棄地とならないための対応についてどうか。 

２、市民の健康と医療受診について 

市民の高齢化と人口減少化が大きな社会問題となっています。健康を保つためにも、病気の早期

発見・治療が重要であります。また、医療保険料と介護保険料が年々負担増になることが予想され

ます。市民が健康を維持していくためにどのような指導を行うのか、地域医療についてお伺いしま

す。 

(1) 市民の受診（ドック）状況の推移と結果について。 

(2) 再検診の状況と市内と市外の再検の実施状況について。 

(3) 医療費の推移と今後の予測について。 

(4) 医療費の削減対策について。 

(5) 糸魚川市の基幹病院の受診状況について。 

(6) 市内２次病院の機能の現状と課題について。 

(7) 糸魚川総合病院の医師確保への糸魚川市医師会の協力に感謝しておりますが、医師確保の

今後の対応について。 

(8) 市民の成人病対策の健康維持のための指導メニューの計画について。 

(9) 健康福祉施設の利用状況と施設の必要性について。 

(10)健康施設の利用者数と指導者の確保について。 

(11)運動施設（スポーツ施設）の利用方法と各運動コースのプランについて。 

(12)新潟県のドクターヘリの今後の運用計画と隣県との広域運用についての課題は何か。 

１回目の質問を終わります。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

米田市長。 〔市長 米田 徹君登壇〕 

○市長（米田 徹君） 

吉川議員のご質問にお答えいたします。 
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１番目の１点目につきましては、日本型直接支払制度をフルに活用し、農村環境の保全活動や農

業用水路等の長寿命化を支援しております。 

２点目の１つ目につきましては、国が策定する需給見通し等を踏まえつつ、生産者がみずからの

経営判断や販売戦略に基づいた作付が必要になります。 

２つ目につきましては、県及び出荷業者の動向について情報収集をするとともに、ＪＡを初め関

係機関と検討を進めております。 

３つ目につきましては、エコライス栽培等のこの糸魚川産米のブランド化を進めるとともに、消

費拡大を市民に呼びかけたいと考えております。 

３点目の１つ目につきましては、農地の持つ多面的機能が阻害されるだけではなくて、集落の存

続にもかかわる大きな課題と捉えております。 

２つ目につきましては、担い手への農地集積や圃場の大区画化を推進する必要があると考えてお

ります。 

３つ目につきましては、地元負担率を軽減するとともに事業期間の短縮について、国、県に要望

してまいります。 

４つ目につきましては、担い手への農地集積や基盤整備の推進と、山菜やヨモギなどの地域振興

作物の導入を促進しております。 

２番目の１点目につきましては、各種検診の受診率は向上いたしており、さらに新規受診者の増

加を図るなど、向上に努めております。 

２点目につきましては、精密検査の受診状況はおおむね９０％から９５％で、ほとんどが市内の

医療機関を受診いたしております。 

３点目につきましては、国保加入者の１人当たり医療費は年々増加いたしており、県平均よりも

高い状況が続いております。 

６５歳以上の割合は年々増加する中で、この傾向は続くものと考えております。 

４点目につきましては、検診受診率の向上を図り、早期発見・早期治療につなげ、重症化予防に

努めております。 

５点目につきましては、通院の患者数は減少傾向となっておりますが、入院患者数は前年並みと

なっております。 

６点目につきましては、糸魚川総合病院において救急医療体制を確保しており、受け入れ実績は

増加をいたしております。 

非常勤医師が不在の脳神経外科については、市外搬送も多く課題となっております。 

７点目につきましては、大学への要望活動を県と一緒に継続するとともに、研修医や総合診療医

の育成支援や修学資金貸与事業により医師確保に努めております。 

８点目につきましては、第２次健康いといがわ２１に基づいて、高血圧や慢性腎臓病対策等の健

康づくり施策を実施いたしております。 

９点目から１１点目につきましては、健康づくりセンターの利用は年々増加傾向で、平成２７年

度は約８万４,０００人の方からご利用いただいており、指導者については指定管理者が育成をし、

スキルアップを図っております。 

また、フィットネスルームでのトレーニングやスタジオで豊富な運動メニューを提供いたしてお
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ります。 

１２点目につきましては、来春に２機目の快速型ドクターヘリが配備される予定で、全県３０分

圏内となっておりますが、隣県との広域連携についても県に要望いたしております。 

以上、ご質問にお答えいたしましたが、再度のご質問によりましては、所管の部・課長からの答

弁もありますので、よろしくお願いいたします。 

 

 

 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

吉川議員。 

○１番（吉川慶一君） 

２回目の質問、よろしくお願いいたします。 

市長からいろいろ答弁いただいたんですが、若干詳細をお伺いたします。 

地域農業を守るために、担い手不足が非常に問題になっておりまして、多くを考えなければなら

ないと思っておった。若い人が、やはり農業を続けていただきたい、担い手になっていただきたい

ということですが、問題はやはり重労働と収入が低く安定しないと聞いております。それとか集約

の土地の確保が難しくなるとしておりますが、こういう問題に対して市としてどのような対策を考

えておられますか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

斉藤商工農林水産課長。 〔商工農林水産課長 斉藤 孝君登壇〕 

○商工農林水産課長（斉藤 孝君） 

当市におけます、中山間地農業は非常に大きな課題と捉えております。特に担い手の問題につき

ましては、長期かつ複数の対策が必要となると考えております。 

まずは、所得の向上が第一でありまして、農地の集積・集約化、経営の複合化・多角化を進める

必要があると思いますし、雇用の受け皿となります農業生産法人の育成も必要と考えております。 

また、担い手を定着するにはやはり行政や関係機関だけでなくて、地域の支援も必要不可欠であ

りまして、市民とともに推進していく必要があるというふうに考えております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

吉川議員。 

○１番（吉川慶一君） 

そのように思いますが、しかし、市内には中山間地が大変多ございます。これに耕作方法を具体

的に指導するのをどのようにお考えでしょうか。事例がありますか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

斉藤商工農林水産課長。 〔商工農林水産課長 斉藤 孝君登壇〕 
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○商工農林水産課長（斉藤 孝君） 

糸魚川市の水稲、田んぼの状況からしますと、河川沿いに非常に圃場が多いという土質の問題、

それからここ２年ほど、台風によることの白穂の被害等ございました。県内でも、単収は県の平均

よりも低い状況にございます。 

そういう中で、農協と一緒になってきめ細かな指導をするということを、今、徹底しておるとこ

ろであります。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

吉川議員。 

○１番（吉川慶一君） 

具体策方法として、ぜひ、そういうことを進めていただきたいと思います。農家の方は、やはり

大変でございますので、そこでもう一歩踏み込んで、農業支援として農地中間管理機構、この集積

の進捗状況をお聞きしたいと思います。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

斉藤商工農林水産課長。 〔商工農林水産課長 斉藤 孝君登壇〕 

○商工農林水産課長（斉藤 孝君） 

農地中間管理機構、スタートした当時は非常に集積・集約が面積的に延びなかったわけでありま

すけれども、平成２７年度末現在におきましては、農地中間管理機構の機構から担い手のほうへの

転貸面積が４３ヘクタールとなっておりまして、前年の３倍に延びているという状況でございまし

て、全国的にもやはり農地中間管理機構の利用が伸びているという状況と当市の状況を比べますと、

粛々と進んでいるのかなというふうに感じております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

吉川議員。 

○１番（吉川慶一君） 

農地集積は、特に中山間地の山間部は非常にいいと思うんですが、平地部、この辺が若干まだ進

みが悪いんじゃないかなと思っておりますが、ぜひ、そういう事例をもとにして進めていただきた

いなと思っております。 

続きまして、これの補助事業で小規模農地に対する補助はどのように行われておるのか。集落農

業の組織化支援の課題等々はどうでしょうか、お伺いします。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

斉藤商工農林水産課長。 〔商工農林水産課長 斉藤 孝君登壇〕 

○商工農林水産課長（斉藤 孝君） 

１つ目の小規模農地に対する支援ということでございますけども、県単の補助事業を使いました

り、あるいは農地が災害に遭った場合には、市単独の災害復旧費用も用意しておるところでござい

ますし、また、地域の皆さんが農業用施設などを修理する際の補助につきましても、ここ数年前か
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ら９割を補助して、地元が１割負担というふうな状況で支援させていただいておるところでござい

ます。 

２点目の集落営農についてでございますけども、組織化の課題についてはしっかりと問題と捉え

ておりますけども、やはり個々の経営を継続したいという方々が多いように見られます。機械や経

営を１つにして取り組もうというところには、少し抵抗があるのかなというふうに考えております。

個々の経営を存続させながら、農作業の受委託や、リタイアした方々の受け皿となるような集落組

織をつくっていく必要があるなというふうに考えておりまして、今、呼びかけているところでござ

います。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

吉川議員。 

○１番（吉川慶一君） 

ぜひ、集落営農の組織化を進めていただきたいと思っております。やはり、支援がないとなかな

か農家の人たちは、うまく話に乗ってくれないのかなと思っております。ぜひ、よろしくお願いし

ます。 

それから続きまして、最近、鳥獣被害がこう聞いております。鳥獣被害の対策、イノシシ、熊、

猿、ことしは特に多く出ておるんじゃないかなと思います。また、聞いてもおります。この対策に

ついて、お伺いいたします。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

斉藤商工農林水産課長。 〔商工農林水産課長 斉藤 孝君登壇〕 

○商工農林水産課長（斉藤 孝君） 

イノシシの鳥獣害対策につきましては、主に電気柵、今、２４４キロ、市内に設置をしていただ

いております。まだまだ地元のほうからの設置の要望もいただいておるところでございます。 

それからあわせまして、今年度からでありますけども、スマートフォンを使いましたイノシシの

捕獲システム、これは四国のほうで既に取り組みをされておりまして、イノシシハンターという機

械を使いまして、スマートフォンに映し出されるイノシシの群れを、ボタン操作で群れごと捕獲し

ようというふうなシステムでございまして、今年度、糸魚川市の中で１カ所、能生の島道地区で取

り組んでいただけることになりました。その動きを見ながら、他の地域もモデルとして来年度以降

取り組んでいただけるように、お声をかけているところであります。 

いずれにいたしましても、市、また猟友会の皆さんのお力をしっかりと受けながら、鳥獣害対策

に取り組んでまいりたいというふうに考えております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

吉川議員。 

○１番（吉川慶一君） 

大変な問題だと思っております。特に、糸魚川市内でどこの地区が一番被害が多いですか、お伺

いします。 
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〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

斉藤商工農林水産課長。 〔商工農林水産課長 斉藤 孝君登壇〕 

○商工農林水産課長（斉藤 孝君） 

平成２６年と２７年度を比較しますと、平成２７年は比較的被害が少なくありました。平成

２６年度と比較して、約４割ぐらい被害が少なかったというふうに捉えております。特に、能生谷

地域も非常に多いというふうに考えておりまして、どこが一番多いかというところにつきましては、

なかなか特定はできませんけども、そのように捉えておりますし、先ほど申し上げましたように、

能生の島道地域でスマートフォンを使った捕獲システムをことし取り組みいたしますので、その状

況を見ながら被害の多い地区については、順次入れていきたいというふうに考えております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

吉川議員。 

○１番（吉川慶一君） 

ぜひ、状況を調査を、市内全体に情報を流していただきたいなと思います。よろしくお願いしま

す。 

続きまして、担い手の育成についてお伺いいたしますが、非常に問題、大変だなと思っておりま

す。若い担い手を育成するための施策、具体的案、お伺いいたします。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

斉藤商工農林水産課長。 〔商工農林水産課長 斉藤 孝君登壇〕 

○商工農林水産課長（斉藤 孝君） 

農業を担っていただきます若手農家の皆さんとは、毎年、懇談会をさせていただいております。

ここ２週間足らずの中におきましても、４会場ぐらいで若手農業の皆さんと懇談をさせていただい

ております。個々の担い手に応じた関係機関によるケース会議を開きながら、懇談会で出た意見を

どのように行政機関で反映していけばいいかというふうな材料として、対応しているところであり

ますけども、やはり今後は、雇用の受け皿となります農業生産法人の育成、それからやはり、地域

との協働がしっかりと取り組まなければならないというふうに考えておるところであります。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

吉川議員。 

○１番（吉川慶一君） 

ぜひ、若い人が働けるような環境づくりに、ひとつ施策を設けていただきたいなと思いますんで、

よろしくお願いいたします。 

続きまして、平成３０年度から米の政策が大きく転換されると聞いております。米政策というの

は食糧管理法が改正され、生産調整、備蓄による価格の調整がされてきましたが、農作物の価格調

整は作柄の変動で、大きな過剰価格変動となっております。市として、農家保護のための対策、こ

れを具体的にどのようなお考えがあるでしょうか、お伺いいたします。 
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〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

斉藤商工農林水産課長。 〔商工農林水産課長 斉藤 孝君登壇〕 

○商工農林水産課長（斉藤 孝君） 

ご質問の件につきましては、行政の中では３０年問題というふうに捉えております。生産数量目

標面積の配分がなくなるのが、平成３０年度からでございます。またあわせて、経営所得安定対策、

１０アール当たり７,５００円の交付金は平成２９年度で終わるわけでございまして、同時にその

平成３０年に大きな問題が発生してくるということを捉えております。 

特に、平成３０年産米の米政策につきましては、今、新潟県内で８ブロックに分けまして、県が

主催しながら意見交換会をさせてもらっておるところであります。まだ具体的な動きは出ておらな

いわけでありますけども、そこから出てきた意見を踏まえて、できれば平成２９年度に何か試行的

に取り組む部分がないかなというふうなところを、今、県と考えて意見交換させてもらっておると

ころであります。これにはやはり、関係機関それから農協も含めまして、しっかりと情報共有し現

状を踏まえながら、どのような政策展開がいいかというところを、今、検討させてもらっておると

ころであります。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

吉川議員。 

○１番（吉川慶一君） 

生産調整、米価の下落、これ大きく左右してまいります。やはり補助金をもらった中で農業をや

っているのは多いと思いますので、ここで交付金、補助金等に変化があるんでしょうか、お伺いい

たします。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

斉藤商工農林水産課長。 〔商工農林水産課長 斉藤 孝君登壇〕 

○商工農林水産課長（斉藤 孝君） 

今現在、需給調整のために主食用米をつくらずに、非主食用米をつくるとか、あるいはソバの転

作をするとかヨモギの栽培をしていただくとかいう部分に、各種の支援金・補助金・交付金が出て

おります。３０年問題を控えましてそれらの補助金が、今後どのように進んでいくのかというとこ

ろは、もう少し情報収集して、今後の政策展開に反映していきたいというふうに考えておるところ

でございます。 

いずれにいたしましても、糸魚川の中山間地農業、非常に厳しい状況でありますので、今現在、

農林水産省のほうで支援金・交付金が用意されておるわけでありますので、それをフルに活用し糸

魚川市の中山間地農業をしっかりと力強いものにするということが、今、必要なときかなというふ

うに考えております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

吉川議員。 
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○１番（吉川慶一君） 

ぜひ、大いに生かしていただきたいなと思います。寂しい話じゃなくて、いい話を向けていただ

きたいなと思います。 

それから、糸魚川産米の作柄、今年の。それから、管外への販売状況でどのような動きがあるか、

教えていただきたいと思います。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

斉藤商工農林水産課長。 〔商工農林水産課長 斉藤 孝君登壇〕 

○商工農林水産課長（斉藤 孝君） 

平成２７年産米につきましては、台風のフェーン現象によりまして、一等米比率が県の平均より

も下回ったという状況で、これが２年続いたわけであります。台風１０号も心配していたわけであ

りますけども、大きな被害も出ず過ぎたわけでございますけども、管外への販売の状況でございま

すけども、関東・関西それから県内ということで、大体おおむね３分の１ぐらいずつの販売の状況

になっているところであります。 

それから米価につきましては、８月３０日にＪＡひすいのほうが農家組合長会議を開いていただ

きまして、平成２８年産米の仮渡金の発表があったわけであります。一等米コシヒカリでは、昨年、

６０キロ当たり１万３,０００円でございましたけども、ことしの仮渡金では１万３,６００円とい

うことでアップされたという状況を聞いておるところでございます。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

吉川議員。 

○１番（吉川慶一君） 

アップ、大変喜ばしいことだと思いますが、ここで糸魚川産米のもっと消費拡大の取り組み、今

後の対応、このお考え、農協等の連携はどうでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

斉藤商工農林水産課長。 〔商工農林水産課長 斉藤 孝君登壇〕 

○商工農林水産課長（斉藤 孝君） 

米の消費が伸びないのは、今、日本人は年間６０キロを食べないという数字が出てきております。

やはり消費の拡大を進めなきゃならんというふうに思います。 

特に、糸魚川市で取り組んでおりますのは、「新潟米おにぎり食べようキャンペーン」。これは、

新潟県が主催しておりますけども、そのキャンペーンに手を挙げていただいております店舗数が、

今、４店舗ございます。それから、ＪＡひすいでは１週間に１回、「おわん１杯のご飯を余計食べ

ませんか」というふうな取り組みを、毎週水曜日に行っておられるそうでございます。そのような

取り組みをしっかりとＰＲしながら、米の消費の拡大につなげていきたいというふうに考えており

ます。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 
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吉川議員。 

○１番（吉川慶一君） 

いろいろ、あの手この手と取り組みをしていただいておるんですが、やはり消費を上げないと、

どうしても米価が下がる、やってても張りが出ないとなるわけですので、もう少し付加価値を上げ

ることをひとつ、ぜひ、やっていただきたいなと。これは行政だけでもない、農協だけでもない、

三位一体でないですか、そのようにしていただいて進めていただきたいなと思います。よろしくお

願いします。 

続きまして、農地の維持・保全について、若干お伺いいたします。 

今の農業政策で、農家が守られているだろうかという疑問も多々あります。認定農業者、法人な

ど担い手を見ても、構造政策は進んでいるとは言えません。今後、農地の流動化が進めば容易に法

人化、農業法人の実質農地の収得も可能になってくるのではないかと。こうなると、担い手に構造

政策の大きな影響も出てくるのでないかなと思います。これについて、お考えはありますか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

斉藤商工農林水産課長。 〔商工農林水産課長 斉藤 孝君登壇〕 

○商工農林水産課長（斉藤 孝君） 

やはり、担い手づくりに当たりましては、所得の確保がやはり重要だというふうに捉えておりま

す。そのためには、農地の流動化を進めて集積・集約化による効率的な経営を目指す必要があると

いうふうに捉えております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

吉川議員。 

○１番（吉川慶一君） 

米価の安定が一番、価格が一番だと思っております。やはり、農業離れが大きな問題となるんで

すが、やはり農業をやっておられんて、農村から都会へ出ていくというのが大きな問題になるんじ

ゃないかなと思います。逆に、都会から来て農業をやってみたいということが、事例がありますか、

お伺いします。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

斉藤商工農林水産課長。 〔商工農林水産課長 斉藤 孝君登壇〕 

○商工農林水産課長（斉藤 孝君） 

最近の動向といたしましては、新規就農者の動向でございますけども、最初からやはり、一人で

ひとり立ちした農家になるということじゃなくて、農業生産法人に籍を置いて技術を教えていただ

き、そこで地域とのつながりをつくり、自分でひとり立ちしていくというふうなケースが最近見ら

れますし、年間３人から４人程度の就農者が見られます。今年度におきましても、能生地域の農業

生産法人に雇用されて農業を学んでいるという女性も、お聞きしているところでございます。 

いずれにいたしましても、糸魚川市における農業は水稲が中心でありますけども、その中心の水

稲だけでは、やはり難しい面もございます。いかに冬の所得の確保をするかということが非常に大
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ただし、糸魚川のお米につきましては、非常に首都圏の皆さんからもおいしいという評価をいた

だいております。農家の皆さんには、やはり糸魚川のお米を自信を持ってつくっていただくという

ことを、しっかりとお話ししていく必要があるなというふうに思っております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

吉川議員。 

○１番（吉川慶一君） 

大変明るい話もいただいておるわけでございますが、１つだけ問題があるのは農地の放棄地。耕

作放棄がふえているということがあります。やはり問題が多々あります。非常に耕地条件が悪い、

それから農地機械が入らん、用水の確保には大変重労働だと。それとか農道が狭いとか、高齢化に

なってきた、こういう問題が出ております。なかなかこういう問題をクリアするには、非常に大変

だと思いますが、ぜひこの問題の解決に向かって、ひとつ行政からも向かっていっていただきたい

と思いますので、ひとつよろしくお願いいたします。 

それから今、大変農家で６次産業化を推進していただいておるわけでございます。市の取り組み、

ご指導としてどのように今、指導されているのかお伺いいたしますが。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

斉藤商工農林水産課長。 〔商工農林水産課長 斉藤 孝君登壇〕 

○商工農林水産課長（斉藤 孝君） 

やはり農家の皆さんの所得を向上するということが、必要なことだというふうに考えております。

能生地域におけます農家レストラン、あるいはワサビの加工・販売、それから農業法人でお煎餅を

つくっているというふうなことが、最近での大きな事例だというふうに思っております。 

そのような大きな６次産業化もさることながら、やはり農家の皆さんが自分で加工品をつくりた

いというふうなところには、市の単独でわずかではありますけども支援制度も考えております。そ

のようなことを進めながら、６次産業化はやはり市内でも取り組んでいただきましたワサビにつき

ましても、非常に大きな事業規模になりました。なかなかそのような大きな事業規模というのは、

毎年毎年のように出るわけでございませんけども、小さな６次産業についてもしっかりと支援をし

ていきたいというふうに考えております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

吉川議員。 

○１番（吉川慶一君） 

６次産業化を進められていることはいいんですが、なかなか取り組む方も少ないわけでございま

すんで、やはりこれには米を利用した加工品、それから農作物をいかにして付加価値をつけて直販

できるかどうか。こういう商品開発と販路拡大、これをぜひ取り組んでいただくようご指導願いた

いと思いますんで、よろしくお願いいたします。この件について何かお考え、補足ありますか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 
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○議長（倉又 稔君） 

斉藤商工農林水産課長。 〔商工農林水産課長 斉藤 孝君登壇〕 

○商工農林水産課長（斉藤 孝君） 

補足というよりも、少し事例をご紹介させていただきます。 

ＪＡひすいの食彩館では、年間約１億２,０００万円ぐらいの売り上げがあります。そこでの米

を利用した商品としては、餅の売り上げが非常に好評だというふうなお話もお聞きしております。

また、平成２８年産米のお米から、高品質とか良食味米を区分しながら販売するということもお聞

きしておりますので、ブランド化に向けた取り組みとして、市も支援してまいりたいというふうに

考えております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

吉川議員。 

○１番（吉川慶一君） 

ぜひ、よろしくお願いします。高齢化もしてまいりますので、やはり何かで活動できるような場

もつくっていただきたいなと思いますので、今後ともお願いします。以上です。 

続きまして、２番目のほうに移らせていただきたいと思います。 

糸魚川総合病院では医師が不足、外科診療が手薄だとお聞きしております。新潟大学、富山大学

からの派遣に頼っております。糸魚川総合病院の現状としてこのままの状態が続けば、医療スタッ

フの人員削減となり、基幹病院の機能が保てなくなる懸念があります。そこで、医療スタッフの雇

用が、確保が大変重要となってまいります。 

新潟県の医療政策とし、推選や支援を受けた医師を地域基幹病院に緊急的に配備する必要がある

と推察しますが、国策として派遣できる医師が不足であれば、緊急に私は、緊急に医師を増員要請

し派遣すべきでないかと考えます。 

しかし、それを解決するには基幹病院の運営責任者の手腕をはるかに超えており、病院存続に地

元住民による何らかの社会的医療システムの要望運動が、私は必要であると思います。 

ここでお聞きいたします。地域の健康維持には病気の早期発見と運動による健康づくりかと思い

ますが、健康体制は整備されておりますか。また、当市の健康診断の受診率を教えていただきたい

と思います。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

横澤健康増進課長。 〔健康増進課長 横澤幸子君登壇〕 

○健康増進課長（横澤幸子君） 

健康診査は集団検診や糸魚川総合病院での検診、また市内委託医療機関での施設検診など、いろ

んな方法で受診をしていただいております。また、土曜日、日曜日の検診、がん検診と同時実施す

るなど、受けやすい体制づくりに努めております。 

受診率につきましては、特定検診は平成２７年度の速報値ですが、５０.５％です。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 
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吉川議員。 

○１番（吉川慶一君） 

５０.５％、半分の方が受けてくださっておると思いますが、やはり健康診断が質的に病気の善

悪、要するに重症になるか軽症であるかということを大きく左右するんじゃないかなと、私は思い

ます。そこで、もう少し上げる方法は、行政としてお考えはありますか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

横澤健康増進課長。 〔健康増進課長 横澤幸子君登壇〕 

○健康増進課長（横澤幸子君） 

５０.５％ということで約半分の方が受けていらっしゃいますが、残り半分の方は受けていらっ

しゃらないということになりますので、未受診の方につきましては保健師等の訪問活動や、あるい

は電話等で受診勧奨をしております。また今、夏・春の検診が終わりまして今後、秋の検診に向け

まして個別に受けていない方にご案内を申し上げまして、秋の検診、ぜひ受けていただくようにし

ております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

吉川議員。 

○１番（吉川慶一君） 

いろんな方法でやっていただいておると思いますが、ぜひ、受けない方のどういう理由か、追跡

調査も必要だと思います。ぜひ、受けていただいて健康維持をしていただきたいと思います。 

それから続きまして、医療費が年々増加しております。また、医療費が上がってまいりました。

ここで、じゃ、医療費を減少させる施策、具体的にお考えありますか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

横澤健康増進課長。 〔健康増進課長 横澤幸子君登壇〕 

○健康増進課長（横澤幸子君） 

医療費分析や検診の状況を見ますと、検診を受けていない方は検診を受けている方に比べ、約

３倍医療費が高くなっております。また、生活習慣病の占める割合が大きいことから、市民の方が

みずから健康づくりに取り組めるよう支援するとともに、検診受診率の向上と重症化を予防するこ

とが重要だと考えております。 

また、今年度は特に若い世代へのアプローチに力を入れ、生活習慣病の発症を抑制することと、

また検診結果で高血圧と判定される方が県平均を上回っていることから、高血圧対策を重点推進項

目に掲げ、取り組んでまいります。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

吉川議員。 

○１番（吉川慶一君） 

じゃ、今の施策をひとつ方法もご検討いただいて、随時、進めていただきたいと思うのでお願い
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いたします。 

続きまして、先ほども言いましたように、糸魚川市の基幹病院の現状を聞かせていただきたいな

と思います。基幹病院の現状と受診状況についてお伺いいたします。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

横澤健康増進課長。 〔健康増進課長 横澤幸子君登壇〕 

○健康増進課長（横澤幸子君） 

外来の患者数は減少傾向となっておりますが、入院患者数は前年並みとなっております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

吉川議員。 

○１番（吉川慶一君） 

減少傾向と、非常に聞いたとこはいいんですが、これをどうとればいいのか、私はちょっとわか

らないのですが、人口に左右するのかみんな健康であるのかわかりませんけども、何かの施策をし

たのか、この辺ちょっとお伺いいたします。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

横澤健康増進課長。 〔健康増進課長 横澤幸子君登壇〕 

○健康増進課長（横澤幸子君） 

人口の減少もあるかと思いますが、科別に見ますとやはり、一部、常勤医師が不在になっている

科がございますので、そちらの外来ですとか減少傾向となっておりますし、また一部、外来も入院

も上昇している科もございます。全体的な患者数につきましては、減少傾向とはなっているんです

けども、先ほど申し上げましたとおり、入院患者数は前年並みとなっている状況でございます。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

吉川議員。 

○１番（吉川慶一君） 

ぜひ、また減少になるように進めていただきたいと思います。 

続きまして、糸魚川病院で２次診療、要するに入院の必要性があると。この２次診療の受診状況

はどうなっておるのか、お伺いしたいと思います。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

横澤健康増進課長。 〔健康増進課長 横澤幸子君登壇〕 

○健康増進課長（横澤幸子君） 

救急で入院となる患者さんにつきましては、全体的に減少傾向となっております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

吉川議員。 
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○１番（吉川慶一君） 

救急患者が減ることは、大変喜ばしいことと思いますが、糸魚川病院へかからないで他の地区へ

かかるようでは、いささか疑問視されると私は思っております。ぜひ、そういう問題を、いま一度

分析をしていただきたいと思います。 

それから続きまして、糸魚川総合病院の医師が不足というのをお聞きしております。その補充と

して、糸魚川市の医師会から協力をいただいております。大変感謝申し上げるんですが、医師の不

足の問題、課題、この点についてお伺いいたします。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

横澤健康増進課長。 〔健康増進課長 横澤幸子君登壇〕 

○健康増進課長（横澤幸子君） 

医師確保については、非常に厳しい現状であると受けとめております。特に、常勤医師が不在の

診療科につきましては、救急医療の運営においても大きな課題であり、今後も病院や県とともに大

学への要望に努め、医師の偏在対策についても引き続き、国へ要望してまいりたいと考えておりま

す。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

吉川議員。 

○１番（吉川慶一君） 

ぜひ、ご努力をいただきたいと思います。医師が不足になると、患者数も減り経営も大変になる

んじゃないかなと思いますんで、よろしくお願いします。 

それに関連しまして、地域医療体制の医師と医療技術者の確保、これをどのように行政として進

められていくのか、お伺いいたします。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

横澤健康増進課長。 〔健康増進課長 横澤幸子君登壇〕 

○健康増進課長（横澤幸子君） 

先ほど市長が答弁しました医師確保対策を進めるとともに、修学資金については積極的に周知を

図り、地元へ帰っていただける方の増加を目指したいと考えております。 

また、医師や医療技術者が働きやすい環境となるよう、病院と連携しながら取り組んでまいりた

いと考えております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

吉川議員。 

○１番（吉川慶一君） 

ぜひ、重点的に進めていただきたいと思います。この件については、補助等々いろいろあると思

いますが、環境整備もしながら、ひとつ進めていただきたいと思います。 

続きまして、成人病が社会問題となっており、やはりふえております。これを少しでも軽減する
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方法とし、運動の健康づくり、これが必要となると思います。先ほど市長からも答弁ありましたが、

具体的にお伺いするということと関連し、心の健康づくりの支援体制についてお伺いいたします。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

横澤健康増進課長。 〔健康増進課長 横澤幸子君登壇〕 

○健康増進課長（横澤幸子君） 

運動につきましては、生涯学習課と連携し、スポーツの普及を図るとともに、地区運動教室の数

をふやしたりしております。また、今年度は新規に、男性限定の教室を開催するなど、運動習慣の

定着を図っております。 

心の健康づくりは、介護施設などでの研修会の開催を初め、食育のストレス対策や相談支援体制

の充実を図っております。今後も、地域や職場、家庭での見守り体制を強化するため、ゲートキー

パー養成などによる対応力向上を図ってまいりたいと考えております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

吉川議員。 

○１番（吉川慶一君） 

具体的に入ると健康施設を、そうなると健康づくりの支援体制で健康施設を有効にやっぱり使っ

ていただかなきゃならんわけですが、その有効にやる方法と、指導者の確保が必要になろうかと思

います。その体制についてお伺いいたします。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

横澤健康増進課長。 〔健康増進課長 横澤幸子君登壇〕 

○健康増進課長（横澤幸子君） 

施設の利用される方の声を常に確認しながら、利用しやすい施設となるよう努めております。 

指導者につきましては、指定管理者が育成しておりまして、充足しているものと認識しておりま

す。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

吉川議員。 

○１番（吉川慶一君） 

ということは、具体的に行政は何人ぐらいいるか把握しておりますか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

横澤健康増進課長。 〔健康増進課長 横澤幸子君登壇〕 

○健康増進課長（横澤幸子君） 

現在、健康づくりセンターのほうで運動メニューを提供しているのが、約１８種類ぐらいメニュ

ーがございます。ですので、それに合わせた形で指導者が充足していると。お一人一人が、いろい

ろダブって教えていらっしゃる方もいるんですけれども、きちんとスキルアップも図りながら指導



－ 75 － 

＋ 

していただいております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

吉川議員。 

○１番（吉川慶一君） 

よろしくお願いします。 

続きまして、２．５次の救急医療体制についてお伺いします。 

糸魚川病院の医師減少の中、２４時間救急医療体制を確保していただいております。高齢化によ

り患者が増加しておるようにお聞きしておりますが、市外へ救急搬送もふえてるんじゃないかと思

います。市内で対応をできる体制整備、喫緊の課題と考えますが、市としてどのような対応をお考

えでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

横澤健康増進課長。 〔健康増進課長 横澤幸子君登壇〕 

○健康増進課長（横澤幸子君） 

市内で医療が完結できるよう、ハイケアユニットを整備し、より高度な医療に対応できる体制が

維持されておりますが、議員おっしゃるとおり常勤医師が不在の診療科において、市外搬送が多い

ことが課題であります。今後も医師確保に努めてまいりたいと考えております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

吉川議員。 

○１番（吉川慶一君） 

今現在、糸魚川病院、土曜日が医師が不在だと思うんですが、これは市内の医師から協力をいた

だいておると。適応医師がやはりいなければ、管外、市外へ搬送になると思っていいわけでしょう

か。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

横澤健康増進課長。 〔健康増進課長 横澤幸子君登壇〕 

○健康増進課長（横澤幸子君） 

土曜日につきましては、救急対応ということで糸魚川総合病院から対応していただいております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

吉川議員。 

○１番（吉川慶一君） 

じゃ、２４時間対応をいただいておるという認識をしていいわけですね。 

続きまして、先ほどドクターヘリについて市長から回答ありましたように、２機目が間もなく運

用になるということでございますが、２機目になったときも近県との対応、広域運用というのは現

在のままの運用になるわけでしょうか、お伺いします。 
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〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

岩﨑市民部長。 〔市民部長 岩﨑良之君登壇〕 

○市民部長（岩﨑良之君） 

２機目につきましては、来年の２月以降からの運航となります。運航につきましては、新潟県と

してはまた近隣との連携運用もございますし、私どもとしては、県のほうには富山との連携のドク

ターヘリについても要望をしているところでございます。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

吉川議員。 

○１番（吉川慶一君） 

再度確認しますが、富山県等は確認しておるんですが、長野県等はどうなるんでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

岩﨑市民部長。 〔市民部長 岩﨑良之君登壇〕 

○市民部長（岩﨑良之君） 

糸魚川総合病院へ富山大学から先生が来ていただいたり、実際、富山のほうへ入院される方も多

いということで、比較的富山と一番結びつきが深いことから、まず富山県を優先して連携という形

で動いておりまして、長野県については、今のところ働きかける等はしておりません。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

吉川議員。 

○１番（吉川慶一君） 

じゃ、ひとつ新潟県と富山県が連携とれるように進めていただきたいと思います。 

最後になりますが、お願いでございますが、市内の福祉施設の防犯対策の現況についてお聞きし

たいんですが、全国的に見ますと福祉施設の不審者等々、またあります。こういう緊急時の対応マ

ニュアル、行政との連携基準はあるかお伺いいたします。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

水嶋福祉事務所長。 〔福祉事務所長 水嶋丈明君登壇〕 

○福祉事務所長（水嶋丈明君） 

神奈川県で発生いたしました障害者施設の事件につきましては、大変心が痛むところでございま

す。今回、この事件が発生した時点で、早急に市内の各福祉施設のほうに、その辺の管理の点検に

ついて指示をさせていただいたところであります。 

ただ、何でも外部と交流を閉ざすというのは、福祉施設としてちょっと違うのかなというふうに

考えておりますので、その辺も考えながら、今後も検討していきたいと思います。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 



－ 77 － 

＋ 

吉川議員。 

○１番（吉川慶一君） 

十分協議していただいて事故のないように、ひとつお願いしたいと思います。 

以上で、一般質問を終わらせていただきます。ありがとうございました。 

○議長（倉又 稔君） 

以上で、吉川議員の質問が終わりました。 

ここで昼食時限のため暫時休憩をいたします。 

再開を午後１時といたします。 

 

〈午前１１時５９分 休憩〉 

 

〈午後１時００分 開議〉 

 

○議長（倉又 稔君） 

休憩を解き会議を再開いたします。 

休憩前に引き続き一般質問を行います。 

次に、古畑浩一議員。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

古畑議員。 〔２０番 古畑浩一君登壇〕 

○２０番（古畑浩一君） 

奴奈川クラブの古畑浩一でございます。 

通告書に従いまして、これより一般質問を行います。 

１、柵口温泉権現荘の放漫経営の責任と今後の取り組みについて。 

柵口温泉権現荘事業をめぐっては、これまで一向に改善されない経営収支をめぐり論議され、窮

余の一策として経営の健全化を図るため、民間から支配人を登用いたしましたが、７年間で１億円

超えの累積赤字となり期待を大きく裏切る結果となりました。やはり、行政が直接やるべき事業で

はないという結論から、民間経営・指定管理へ移行すべきとする議会側の要求に対し、４億円もの

大型リニューアル後に指定管理に移行するとした方針を示したものの、予算案通過後に行政直営方

式継続へと急遽方針を転換。その際に、２年間で４,０００万円の経常利益を確約するも、初年度

で２,７００万円の赤字を計上。黒字化への約束を果たせぬまま、またも市民の血税で補填すると

いう最悪の結果となりました。 

こうした経営上の問題点を調査する中で、経営計画を策定するに当たり、何ら過去の会計上のデ

ータを分析することなく、全く根拠もない場当たり的な数値によって積算し、予算計上してきた事

実も発覚。さらに、食材の原価計算・日計表や棚卸しなど、基本的な経理も全くされていない放漫

経営の実態や、年間１,５００時間を超える時間外勤務により労働基準法違反で是正勧告を受けた

労務管理など、いたずらに支出の増額を招き、市民の信用を失墜させた支配人の現場責任及び糸魚

川市直営施設として行政の監督責任が問われ、あわせて支配人の勝手な判断による特別室の無断で


